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第
二
次
世
界
大
戦
中
は
大
量
の
男
子
が
兵
士
と
し
て
戦
場
に
送
ら
れ
、
あ
る
人
は
敵
弾
に
た
お
れ
、
あ
る
人
は
病
に
冒
さ
れ
て
異

郷
の
土
に
帰
し
た
も
の
も
数
知
れ
な
い
。
戦
争
中
の
郷
里
に
は
男
子
と
老
人
と
子
ど
も
だ
け
の
寂
し
さ
で
あ
っ
た
。 

 

終
戦
と
な
っ
た
。
武
装
解
除
の
兵
士
、
軍
需
工
場
徴
用
の
工
員
た
ち
、
そ
れ
に
海
外
移
民
の
人
た
ち
は
強
制
的
に
郷
里
に
送
還
さ

れ
た
。
今
ま
で
の
静
寂
は
急
に
明
る
く
な
っ
た
、
食
糧
問
題
に
悩
み
な
が
ら
も
、
一
家
の
主
人
を
迎
え
、
働
き
手
を
得
た
家
庭
は
明

る
か
っ
た
。 

 

必
然
的
に
人
口
は
増
加
し
た
、
そ
の
様
子
は
、
第

11
表
の
十
王
村
に
お
け
る
終
戦
前
後
の
人
口
変
動
表
で
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
五
年
の
朝
鮮
動
乱
以
後
、
日
本
は
戦
争
経
済
に
支
え

ら
れ
て
復
興
し
、
個
人
の
生
活
に
も
ゆ
と
り
が
で
き
た
。
ゆ
と
り

を
生
ん
だ
原
因
の
一
つ
に
、
家
族
計
画
の
普
及
が
あ
る
。
一
家
の

子
ど
も
の
数
は
二
乃
至
三
人
が
普
通
と
な
り
、
以
前
の
よ
う
に
六
、

七
人
と
い
う
例
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
。「
少
な
く
産
ん
で
丈
夫

に
育
て
る
」
、
と
い
う
考
え
が
徹
底
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
農
業
の
機
械
化
が
進
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
鍬
と
鎌
の
農
業

が
、
耕
耘
機
農
業
に
変
っ
た
。
機
械
の
能
率
は
高
く
、
五
人
分
、

十
人
分
の
仕
事
を
し
た
。
機
械
化
に
よ
り
家
族
農
業
は
長
男
農
業

へ
移
行
し
、
余
分
に
な
っ
た
人
手
は
都
市
へ
都
市
へ
と
流
れ
込
み
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所
謂
「
過
疎
」
の
現
象

を
呈
し
始
め
た
。
そ
の

実
態
は
、
昭
和
三
十
三

年

度

を

一

〇

〇

と

す

る
と
、
昭
和
四
十
四
年

度

は

七

九

弱

と

い

う

数

字

に

あ

ら

わ

れ

て

い
る
（
第

12
表
）
。
減

少

率

の

一

番

大

き

い

の
が
鷹
山
地
区
で
、
約

七
四
と
な
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
三
十
三
年
の
一
〇
〇
人
の
内
か
ら
二
六
人
が
減
っ
た
計
算
に
な
る
が
、

減
少
の
状
況
を
グ
ラ
フ
で
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
町
全
体
も
、
鷹
山
地
区

も
昭
和
三
十
七
年
か
ら
殆
ど
直
線
的
に
減
少
し
て
い
る
（
第

13
表
）
。 

  


